
　

赤
い
羽
根
福
祉
基
金
の
助
成
を
受
け
て
「
地
域
生
活

支
援
の
た
め
の
住
民
と
協
働
し
た
多
職
種
連
携
と
地

域
共
同
ケ
ア
拠
点
形
成
事
業
」
を
行
っ
た
背
景
に
は
、

2
0
0
9
年
か
ら
空
き
家
改
修
小
規
模
多
機
能
拠
点
の

運
営
を
開
始
し
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
自
治
会
ご
と
に
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
立
ち
上
げ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
4
年
に

は
、〝
地
域
共
同
ケ
ア
拠
点
の
あ
る
地
域
づ
く
り
〟
を

め
ざ
し
て
、
中
学
校
区
単
位
と
自
治
会
単
位
の
取
り
組

み
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
小
学
校
区
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
地

域
共
同
ケ
ア
拠
点
と
総
合
相
談
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
」
と
、
高
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
杉
島
隆
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

　

事
業
の
大
き
な
柱
は
次
の
2
つ
で
す
。

①	

住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
、
空
き
家
を
活
用
し
た

地
域
共
同
ケ
ア
拠
点
の
構
築

②	

多
様
な
専
門
職
に
よ
る
「
総
合
相
談
支
援
機
能
」
と

食
や
物
販
を
通
じ
た
「
生
活
支
援
機
能
」
を
併
せ
も

つ
「
高
島
ま
る
ご
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
が
行
う
ア
ウ

ト
リ
ー
チ

　

助
成
金
が
ブ
ー
ス
タ
ー
的
な
役
割
を
担
い
事
業
を
推

進
で
き
ま
し
た
。
特
に
助
成
金
で
整
備
し
た
赤
い
羽
根

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
軽
食
の
提
供
を
通
し
て
、
地
域

に
出
向
い
た
移
動
相
談
拠
点
の
機
能
を
持
た
せ
た
こ
と

で
、地
域
で
の
福
祉
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る

地
域
共
同
ケ
ア
拠
点

　

3
カ
所
の
地
域
共
同
ケ
ア
拠
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
拠
点
の
1
つ
、
朽
木
地
区
に
設
け
た
寄
り
合
い
処

〝
く
っ
つ
き
〟
で
は
、
サ
ロ
ン
、
保
健
師
に
よ
る
健
康

相
談
、
生
協
商
品
の
共
同
購
入
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
生
協

の
組
合
員
が
集
う
食
事
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
若

い
母
親
、
子
供
も
多
く
参
加
し
、
幅
広
い
世
代
が
交
流

す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　

拠
点
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
す
る
こ
と
で
、
関
わ

り
の
な
か
っ
た
生
協
や
地
元
の
商
店
等
と
も
、
連
携
・

協
働
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ひ
き

高
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

●	助成年度
	 2016 〜 2018年度

●	助 成 額

	 1年目	900万円	
	 2年目	630万円	
	 3年目	325万円
●	活動目的
高島市民の暮らしを多様な主体
による参加と協働で、まるごと
で支え、支え合う関係の基盤を
つくるために、分野横断による
アウトリーチ型の総合相談支援
と生活支援機能を有するキャラ
バン隊を結成。また集落と旧村
町域を結ぶ「小学校区域」にお
ける地域共同ケア拠点の形成を
図る。

社
会
福
祉
法
人

新
た
な
つ
な
が
り
を
生
ん
だ

地
域
共
同
ケ
ア
拠
点

地域福祉
部門

地
域
共
同
ケ
ア
の
考
え
方
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

拠
点
で
の
住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
と
関
係
機
関
と
の

協
働
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

高島まるごとキャラバン
隊による地域のふれあい
イベントに参加

活動報告5
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は
「
拠
点
を
置
く
こ
と
で
住
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み

が
活
性
化
さ
れ
、
他
地
域
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
い
」

と
強
調
し
ま
す
。

高
島
ま
る
ご
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る

総
合
相
談
支
援

　

高
島
ま
る
ご
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
赤
い
羽
根
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
と
と
も
に
介
護
事
業
所
や
集
落
を
訪
問
し
た

り
、
こ
ど
も
食
堂
や
地
域
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
り
し
、
住
民
の
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
21
号
で
大
き
な
被
害
に
遭
っ
た
市
内
の

山
間
過
疎
集
落
に
、支
援
チ
ー
ム
、住
民
福
祉
協
議
会（
※
）、

市
役
所
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
協
職
員
が
訪
れ
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
と
と
も
に
集
落
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

こ
も
り
当
事
者
と
家
族
の
会
と
の
連
携
、
こ
ど
も
食
堂

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
拠
点
も
あ
り
ま
す
。
杉
島
さ
ん

　
「
こ
の
事
業
で
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
官
民
お
よ
び
多
機
関
協
働

の
機
運
が
高
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
高
島
市
が
取
り
組

む
『
高
島
市
地
域
生
活
つ
む
ぎ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

と
連
携
し
、
包
括
的
な
相
談
支
援
の
取
り
組
み
を
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
」
と
、
杉
島
さ
ん
は
意
気
込
み
を
語

り
ま
す
。

　

空
き
家
を
改
修
し
た
拠
点
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
住
民
福
祉
協
議
会
の
活
動
が
活
性
化
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
こ
の
取
り
組
み
を
6
カ
所
の
中
学
校
区
全
域

に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い

や
支
え
合
い
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　小学校区において福祉関係者だけでなく異
業種の巻き込み、地域の方が来るのを待つの
ではなく出向いて相談を受けとめるという取
り組みは興味深いものです。小学校区で実施
した意味を、よかった点、悪かった点も含め
て言語化し、ほかの市町村の参考になるよう
にする工夫が必要で、キッチンカーの戦略的
な活用の効果も示していただくとよかったと
思います。
　地域に出向くツールとするなど、活用の仕
方や仕組みづくりも必要ですが、空き家を活
用した拠点運営モデルとキッチンカーの活用
は、新しいアクションとなるよう息の長い取
り組みになることを期待しています。

助成プログラム
評価会議委員コメント

高島市社会福祉協議会
地域福祉課	課長		杉島隆さん

※	

住
民
福
祉
協
議
会
と
は
高
島
市
内
の
中
学
校
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
個
人
・
団
体
に
か
か
わ
ら
ず
「
自
分
の
ま
ち
を
誰
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
志
の
も
と
、
多
様
な
分
野
・
立
場
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
組
織
で
す
。

朽木拠点での保健師との協働

　事業を実施することで、住民主体の活動拠
点の運営、関係機関との連携、多くの団体の
参加と協働の場の広がりなどが達成されまし
た。助成対象ではなかった住民福祉協議会へ
も波及効果がでてきて、自立した活動団体と
しての意識が高まっています。これには、地域
共同ケアの考え方が住民、関係団体と共有で
き、住民が主体的に拠点運営できたことが大
きいと感じています。
　地域ケア共同拠点は、週1回程度の活動に
とどまっていますが、いずれは常設化して、
ボランティアの集いの場とする等の展開も考
えています。拠点がない地域でも同様の取り
組みが推進されるように、広げていきたいです。
　一方で、計画どおりに目標を達成できな
かった部分もありました。キャラバン隊はイ
ベントに出向くことが中心となって地域生活
に密着した機能が果たせなかったり、小学校
区での活動は、中学校区単位と自治会単位と
の“面のつなぎ合わせ”までには至らなかった
りしたことです。これらの課題もふまえなが
ら、今後も、地域福祉の推進に取り組み、住
民の身近な場所での活動を活性化していきた
いです。

住民の身近な場所で 
地域福祉に取り組む

担当者の
声
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